










研究目的 

胎内発育遅延(IUGR)を早くから見出し,SFD 児出生の減少策を講ずることは,心身障害児の

予防にとって極めて重要である。そこで,胎児側に直接栄養源とくにエネルギー源を補給す

る目的で insulin independent な二糖類マルトースを妊娠の比較的早い時期より母体に投

与し,胎児発育に対する効果を臨床的に求めてみた。 

また,妊娠ウサギでのマルトース胎盤通過率や胎仔での代謝過程についても検討した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


